
滝川労働基準監督署

冬季には、路面凍結による自動車のスリップや吹雪等に
よる視界不良が原因となる交通事故が多発します。
特に、北海道労働局管内では、以下のグラフのとおり12

月から３月までの期間で交通労働災害が多く発生しており、
当該災害による死亡者も少なくありません。
つきましては、冬期間における交通労働災害を防止する

ため、裏面の「冬季における交通労働災害防止のためのポ
イント」に基づき対策の徹底をお願いします。

北海道労働局管内の交通労働災害発生状況
（H29～R3）

事例１ ２月発生
被災者は、営業活動のため社有車を運転し国道を走行中、カーブ

で対向車の大型トラックと衝突して死亡したもの。
災害発生当時、路面は凍結していた。

事例２ 12月発生
社有車にて現場に向かう途中、前方車との衝突を回避するため

ハンドルを操作したところスリップし、土手に衝突後、後方車両
とも衝突した。後部座席の被災者が死亡、同乗者２名も負傷した。
災害発生当時、路面はブラックアイスバーン状態となっていた。

（件）



詳しくは、北海道労働局のホームページをご覧ください。
https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/anzen_eisei/anzen-
kankei/saigai/toukisaigaiboushi.html

詳しくは、北海道労働局のホームページをご覧ください。
https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-
roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/anzen_eisei/anze
n-kankei/saigai/_119991.html

北海道労働局のホームページに滝川労働基準監督署からのお知らせとして、当署で作成したリーフ
レット等を掲載しています。以下から閲覧できますのでご活用ください。
北海道労働局ＨＰ（ホーム）＞ニュース＆トピックス＞労働基準監督署からのお知らせ＞滝川労働基
準監督署からのお知らせ（https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-roudoukyoku/news_topics
/kantokusho_oshirase_0005_07.html）

1. 後部座席を含む全ての座席でのシートベルトの着用の徹底
2. 運転者の疲労に配慮した走行計画の策定、走行時間の管理
3. 毎朝の点呼等による健康状態の確認、運転前のアルコールチェックの励行
4. 高年齢労働者に対する運転適性の確認
5. 交通事故、スリップの危険場所等の情報に基づいた交通安全情報マップ

（交通ヒヤリマップ）の作成と活用
6. 危険予知活動等による日常的な安全活動の実施
7. 冬道の安全運転ポイントを重点とした交通安全教育の実施

1. 早めの出発・余裕を持った安全運転に努め、危険を予測しながら運転する。
2. 悪路（圧雪・アイスバーン）、悪天候（吹雪・濃霧等による視界不良）の

際には速度を抑え、十分な車間距離を保ち、早めのブレーキを励行する。
3. 道路脇に雪が高く積み上げられている交差点等の見通しの悪い場所では徐

行を心がける。
4. 冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）について、摩耗が認められた場合には

速やかに交換する。


